
令和２・３年度 大島地区研究協力校「へき地・複式教育」
天城町立兼久小学校 公開研究会

徳之島地区三町複式極小規模校部会研修会 令和４年１月２６日（水）

現状と課題

○ 複式学級の学習はどう進めたらよいのかな。

○ ガイド学習って何をするのだろう。

○ ガイド役は苦手だ。

○ ガイド学習をうまく進められない。

○ 話し合いながら，学びを深め合う力を身に付けさ
せたい。

○ 「分かった」「できた」の実感を味わわせたい。
○ 複式学級での学習は，どのように指導すればよい
のか。

○ 単式学級のうちにできることはないか。

児童の実態 教師の実態

研究主題

研究の視点と取組

視点 1
単式と複式の学習をつなぐ学び

を支える力を育む取組

視点２
自分の考えを明確にもたせ，表

現させるための取組

視点３
考えをいきいきと伝え合い，自

他の考えのよさに気付かせる取組

公開研究会の様子（全体会 公開授業 授業研究 指導講話） 公開研究会に参加された先生方より

研究誌Ｐ．５

（１）　ヒントコーナーの設置

（２）　「学びの足跡」の提示

〇　タブレット
〇　具体物
〇　図や数直線

〇　自力解決のヒント
〇　見方・考え方

　２　ヒントコーナー及び学びの足跡の活用

〇 一人学習やペア学習の時間が十分に確保されていた。

また，複式学習指導を意識したガイドとフォロワーの育

成が図られており，大変参考となった。

〇 児童が生き生きと楽しく授業に参加し，学習していて

よかった。単式学級でのガイドの進め方が参考になった。

〇 タブレットを活用して考えを共有・類型化ができてい

たので，参考になった。

〇 みんな活発に意見を出していて，特に答えが出ていな

かった児童もそれに臆することなく堂々と発表していて

「意見を出しやすい，支持的風土」を強く感じた。
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